
国際協力セミナー 

 

「南アフリカ7年目の活動から 

考える：障害者支援とTICAD、 

そしてプロジェクトのあり方」 
※手話通訳付き 

 
 
日時 
 
2019年 8月 15日（木） 
午前10:00～16:30 

場所 
 
JICA東京（TIC) 
セミナールーム（201号室） 
 
住所： 〒151-0066 東京都渋谷区西原2-49-5 【地図】  

（特活）DPI日本会議 

inclusive.development.win@gmail.com 

プログラム 

 

 

など。 

 



国際協力セミナー 

「南アフリカ7年目の活動から考える：障害者支援とTICAD、そしてプロジェクトのあり方」 

主催：（特活）DPI日本会議 

 

 JICA草の根技術協力事業として、私たちやヒューマンケア協会が南アフリカで障害当事者による障害者支援を始め

て7年目を迎えました。重度障害者が南アフリカの地域社会で自立した生活をしていく、その下支えの基礎を作って

きました。 今回、プロジェクトマネージャーの宮本泰輔が一時帰国するに当たり、その成果を共有するとともに、

活動に通底する「エンパワメント」がどのようにTICADの議論に反映されるべきかを広く市民の皆さまと議論をして

いく場を企画しました。 

 また、午後は、7年続いたプロジェクトの経験から、国際協力事業を始めてみようと考えておられる団体・個人の

皆さまを対象に、小規模な草の根レベルのプロジェクトが社会にどういう影響を及ぼすのか、プロジェクトを考える

ときに何が大切かを一緒に考えていきたいと思います。  

 午前・午後どちらにも、大勢の皆さまにご参加いただけますようお願い申し上げます。 

 【日時】 8月15日（木）13：00～（受付12：30～） 

 【場所】 JICA東京セミナールーム（201号室） 【定員】 30名程度 

 【スピーカー】  

 宮本泰輔（DPI日本会議プロジェクトマネージャー） 

 Judith Heumann氏 （依頼中） 

 中西由起子（DPI日本会議副議長・ADI代表） 

 佐藤聡 （DPI日本会議事務局長） 

【総合司会】 降幡 博亮（DPI日本会議国際担当執行委員） 

   【対象】NGO、プロジェクトやりたい人これからやろうとする人、大学生、大学院生、コンサルタントなど。 

【プログラム】 

第1部：南アフリカ障害者支援事業報告とTICAD7に向けて 

10:00 開会 (挨拶：依頼中)  

10:15 アフリカのインクルーシブディベロップメントに向けた障害当事者の視点 

   対談：中西由起子・Judy Heumann 

11:15 休憩  

11:30 南ア事業の成果と課題 （宮本） 

12:00当事者エンパワメント（佐藤） 

12:30 午前終了  

第2部：「プロジェクト」ってなんだろう？ 南アフリカの経験から  

14:00 午後開始 

14:05プロジェクトとは  

1400 参加者発表でのケーススタディ  

1445 休憩  

1500 プロジェクトを計画する前に必要なこと  

1530 ケーススタディの続き  

1600 まとめ  

1630 終了 


